
令和２年度第３回経営協議会議事要録 

 

日 時  令和２年１０月１９日（水）１３：３０～１４：４５ 

場 所  ３号館２階第１会議室 

出席者 【委  員】 森迫学長（議長） 

位高委員、奥村委員、京藤委員、材木委員、中井委員、堀場委員 

小野委員、吉本委員、堤委員、乾委員、大内委員、前田委員、 

PEZZOTTI委員 

    【陪 席 者】 佐藤監事、滝口監事、総務企画課長、人事労務課長、財務課長、 

施設環境安全課長、 

 

議事に先立ち、令和２年度第２回及び臨時の議事要録について確認が行われた。 

 

議題１．職員給与の改定について 

大内人事労務・財務担当副学長から、職員給与の改定について議案書に基づき説明があ

り、審議の結果、原案どおり承認された。 

 

本件に関し、委員より以下の意見があった。 

 

・職員給与の減額については、交付金から削減されるのか。 

→削減はされないが、運営費交付金は年々減っていくので、人件費を節約していくこ

とに変わりはない。 

 

議題２．令和２年度補正予算（第 1号）編成について 

大内人事労務・財務担当副学長から、令和２年度補正予算（第 1号）編成について議案

書に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。 

 

本件に関し、委員より以下の意見があった。 

 

・デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進といった声が上がる中、現状どのよ

うな動きをしているのか。 

→今後の検討事項として DX を推進していく必要があると考えているが、現段階では

オンライン授業など学生サービスに関する環境整備の面を先行して進めている。 

 

・学生の実習・実験についてははどのように対応しているのか。 

→後期から一部対面授業の科目として、感染防止対策（三密・消毒）を行いながら、

実験・実習を中心に再開している。 

 

・留学生の受け入れはどのような状況なのか。 

→海外にいる学生は 9月以降徐々に戻ってきている。また、今年は、海外からの受験

生は減っている状況なので、どこかで回復しないといけないと考えている。 

 

 



 

報告事項１．令和３年度概算要求について 

大内人事労務・財務担当副学長及から議案書に基づき報告。また、堤施設・環境・情報

担当理事、吉本研究・産学地域連携担当理事より個別の事項について詳細な説明があった。 

 

報告事項２．財務報告書２０２０について 

大内人事労務・財務担当副学長から議案書に基づき報告。 

 

報告事項３．新型コロナウイルスの感染症対策について 

森迫学長より議案書に基づき報告。 

 

配付資料 

資 料１ 令和２年度第２回経営協議会（書面）議事録（案）及び 

令和２年度経営協議会（臨時）（書面）議事録（案） 

 資 料２ 職員給与の改定について（改定の方向性）（案） 

 資 料３ 令和２年度補正予算（第１号）編成について（案） 

 資 料４ 令和３年度概算要求の概要 

 資 料５ 「財務報告書２０２０」 

 資 料６ 京都工芸繊維大学の新型コロナウイルス感染症対策について 

  

 参考資料 令和２年度経営協議会スケジュール等 


